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中 国 地 域 の 経 済 動 向                   
（平成３０年６月の指標を中心に）   
～ 持ち直している ～ 

  

中国地域の経済は、個人消費は持ち直しの動きに足踏み感がみられるものの、生産は横ば

い、有効求人倍率は引き続き高水準であるなど、持ち直している。 

 
※当局ホームページ（http://www.chugoku.meti.go.jp）にも同様の資料を掲載しております。 

 

 

■項目別の動向 

１．生 産 動 向 ・・・ 横ばい 

２．個 人 消 費 ・・・ 持ち直しの動きに足踏み感がみられる 

３．雇 用 ・・・ 有効求人倍率は上昇 

４．景  況  感 ・・・ 現状、先行きともに上昇 

５．貿     易 ・・・ 輸出、輸入ともに増加 

６．建 設 動 向 ・・・ 公共工事、住宅建設ともに増加 

７．企 業 倒 産 ・・・ 件数は増加、負債額は減少 

８．設 備 投 資 ・・・ 前年度を上回る見込み 

※各項目の詳細については、次頁以降を参照してください。 

※基調における下線は、前回からの変更箇所です。     

 

 

 

                                        

 

 

 

 

  

 平成３０年８月９日 
 

 担当 参事官（調査担当） 泉 幹夫 

 TEL（０８２）２２４－５６３３ 

 FAX（０８２）２２４－５６４１ 

 

http://www.chugoku.meti.go.jp
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１．生産動向 ～ 横ばい ～（中国地域鉱工業生産動向 平成30年6月速報） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （裏面に続く） 

 

 

 

 

 

★★６月のうごき・一口メモ★★ 

【生産上昇９業種】輸送機械 (自動車)では、SUV販売好調のため普通乗用車、SUV向けが好調のためシャシー・車体部品、駆動

伝導・操縦装置部品などが上昇した。輸送機械（船舶）では、年間計画に基づく生産により舶用ディーゼル機関などが上昇した。

プラスチック製品工業では、夏の需要期に向けて生産が増加したためフィルム、前月の生産低下の反動のため日用品・雑貨、容

器などが上昇した。 

【生産低下９業種】電子部品・デバイス工業では、欧州・国内向け車載用の減少によりアクティブ型液晶素子（大型）、光電変換

素子などが低下した。はん用・生産用・業務用機械工業では､輸出向けが増加した前月の反動減により精密測定機、前月に出荷が

増加した反動減により印刷機械などが低下した。 

【出荷上昇９業種】輸送機械 (自動車)では、SUV販売好調のため普通乗用車、SUV向けが好調のためシャシー・車体部品などが

上昇した。はん用・生産用・業務用機械工業では、石油プラント向け輸出増加により圧縮機、輸出向けの増加により半導体製造

装置などが上昇した。 

【出荷低下９業種】石油・石炭製品工業では、前月出荷増の反動によりB・C重油、輸出減によりジェット燃料油などが低下した。

電気機械工業では、出荷のタイミングにより開閉制御装置、電気計器などが低下した。 

【在庫】１０業種が上昇し、化学工業では、出荷のタイミングによりパラキシレンなどが上昇した。４業種が低下し、はん用・生

産用・業務用機械工業では、出荷のタイミングにより精密測定機などが低下した。 
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２．個人消費 ～ 持ち直しの動きに足踏み感がみられる ～ 

平成３０年６月の商業６業態の販売額は１,９６８億円で、前年同月比２．２％と２か月ぶりに前年を上回っ

た。 

６月の乗用車新車登録・販売台数は、普通乗用車、小型乗用車、軽乗用車ともに前年を下回り、同▲４．９％

と２か月連続で前年を下回った。 

６月の消費者物価指数（総合(生鮮を除く)）は同０．７％と上昇した。 

 

(1)商業６業態（平成３０年６月） 

 
 

 
 

① 百貨店・スーパー 
６月の百貨店・スーパーの販売額は８００億円で、前年同月比１．０％と３か月ぶりに前年を上回った。 
百貨店（１６店舗）の販売額は２２２億円で、同▲０．６％と、７か月連続で下回った。 
スーパー（３０２店舗）の販売額は５７７億円で、同１．７％と３か月ぶりに前年を上回った。 
 
 

 

 

 

 

 

 

（百万円） (全店舗、%)

(
６業態における

構成比
) 販売額 前年同月比 (

前月の
前年同月比

)

６業態 196,843 2.2 ２ か月ぶり プラス ( ▲ 2.0 )

百貨店・スーパー ( 40.6% ) 79,951 1.0 ３ か月ぶり プラス ( ▲ 3.0 )

　百貨店 ( 11.3% ) 22,247 ▲ 0.6 ７ か月連続 マイナス ( ▲ 5.9 )

　スーパー ( 29.3% ) 57,704 1.7 ３ か月ぶり プラス ( ▲ 2.0 )

コンビニエンスストア ( 26.7% ) 52,570 2.3 ２ か月ぶり プラス ( ▲ 0.9 )

ホームセンター ( 8.9% ) 17,544 ▲ 1.4 ４ か月連続 マイナス ( ▲ 9.6 )

家電大型専門店 ( 9.7% ) 19,134 3.6 ３ か月連続 プラス ( 2.5 )

ドラッグストア ( 14.0% ) 27,644 7.2 ３９ か月連続 プラス ( 2.1 )
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平成28年 平成29年 平成30年

前年同月比（％）販売額（億円） 商業販売６業態の販売額・前年同月比

百貨店 スーパー コンビニ ホーム
センター

家電大型専門店 ドラッグ
ストア

前年
同月比

★★６月のうごき・一口メモ★★                     気温：対平年+0.1℃ 対前年+0.6℃ 

【百貨店】クリアランスセールによりハンドバッグ、アクセサリー、夏物衣料品などの売れ行きが良く、婦人服は

３５か月ぶりのプラスとなった。また、化粧品や高級時計などは良かったものの、家庭用品や寝具、呉服などの

動きが鈍く、飲食料品も中元以外が苦戦し、前年を下回った。 

【スーパー】飲食料品ではビール、産直商品などの中元や簡便総菜、ステーキ肉、焼肉材料が好調で、父の日には

タンブラーやルーペなどの売れ行きが良かった。また、冷感敷パッド、殺虫剤のほか、引き続き化粧品やランド

セルが好調で、前年を上回った。 
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② コンビニエンス・ストア（経済産業本省にて発表済み） 

 平成３０年６月のコンビニエンス・ストアの商品販売額及びサ－ビス売上高（以下「販売額等」という）は 

５２６億円、新規店舗を含む全店舗では、前年同月比２．３％と２か月ぶりに前年を上回った。 

 

販売額等及び前年同月比増減率（全店） 

 

 

コンビニエンス・ストア統計調査について 

１．＜調査の範囲＞ この調査は、直営店やＦＣ、ＶＣなどの形態に関係なく、５００店舗以上を有する 

コンビニエンス・ストアのチェ－ン企業本部を対象としています。 

２．＜調査の開始時期及び期間＞  この調査は、平成１０年１０月分から調査を開始しましたが、平成 

 １０年４月分まで遡及して、同時に前年同月値も併せて調査しています。 
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③ 専門量販店 
６月のホ－ムセンタ－の販売額は１７５億円で、前年同月比▲１．４％と４か月連続で前年を下回った。店舗

数は同０．２％の増加となった。 
 
６月の家電大型専門店の販売額は１９１億円で、前年同月比３．６％と３か月連続で前年を上回った。店舗数

は同１．８％の増加となった。 
 
６月のドラッグストアの販売額は２７６億円で、前年同月比７．２％と３９か月連続で前年を上回った。店舗

数は同６．４％の増加となった。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 (資料 中国運輸局、総務省) 

                            

 

 

 

(2)乗用車新車登録・販売台数 

 

 

 

 

(3)消費者物価指数 

 

 

 

★★６月のうごき・一口メモ★★                      気温：対平年+0.1℃ 対前年+0.6℃ 

【ホームセンター】気温の高い日が多く、扇風機、エアコンや冷感敷パッドの売れ行きが良かった。また、大阪府北部

地震後には転倒防止金具や耐震ポールなどが売上げを伸ばしたものの、園芸関係や家庭用品、日用消耗品などが低調

で、前年を下回った。 

 

【家電大型専門店】気温の高い日が多く、エアコンや扇風機が売上げを伸ばしたほか、キャンペーン効果により、４Ｋ・

有機ＥＬテレビやレコーダーの売れ行きが良く、冷蔵庫、洗濯機なども好調に推移し、前年を上回った。 

 

【ドラッグストア】気温の高い日が多く、日焼け止めや経口補水液、アイスクリーム、虫除けなどの売れ行きが良かっ

た。また、漢方薬、鎮痛剤、マスクのほか、冷凍食品や衣類用・台所用洗剤などが好調で、前年を上回った。 

（前年同月(期)比％）

２９年 ３０年 ３０年 ３０年 　 　 　

10-12月 1-3月 4-6月 ３月 ４月 ５月 ６月

消費者物価指数 中国 0.5 ▲ 0.2 0.6 0.8 0.7 0.5 0.7 0.5 0.5 0.7
【２７年基準・総合（生鮮除く）】 全国 0.5 ▲ 0.3 0.5 0.9 0.8 0.8 0.9 0.7 0.7 0.8

         (資料　総務省)

２７年 ２８年 ２９年

（前年同月(期)比％）

２９年 ３０年 ３０年 ３０年 　 　 　

10-12月 1-3月 4-6月 ３月 ４月 ５月 ６月

中国 ▲11.1 ▲ 1.1 6.6 ▲ 1.1 ▲ 2.9 ▲ 1.7 ▲ 3.8 4.7 ▲ 3.9 ▲ 4.9
普通 5.8 2.9 ▲ 4.9 ▲ 0.5
小型 ▲ 14.5 ▲ 0.7 ▲ 0.2 ▲ 11.9
軽 ▲ 2.6 9.6 ▲ 5.6 ▲ 2.8

全国 ▲10.3 ▲ 1.6 5.8 ▲ 1.5 ▲ 2.7 ▲ 1.8 ▲ 3.6 2.6 ▲ 1.5 ▲ 5.3
   (資料　中国運輸局)

２７年 ２９年

乗用車新車登録・販
売台数

２８年
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３．雇用 ～ 有効求人倍率は上昇 ～ 

６月の有効求人倍率は１．８９となり、前月から０．０５ポイント上昇した。 
 

   
２７年 ２８年 ２９年 

29年 

10-12月 

30年 

1-3月 

 

4-6月 

３０年 

３月 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

有効求人倍率 中国 1.37 1.56 1.71 1.78 1.81 1.84 1.81 1.80 1.84 1.89 

（季節調整値） 全国 1.20 1.36 1.50 1.57 1.59 1.60 1.59 1.59 1.60 1.62 

新規求人倍率 中国 2.11 2.36 2.55 2.67 2.67 2.79 2.66 2.70 2.86 2.83 

（季節調整値） 全国 1.80 2.04 2.24 2.36 2.35 2.39 2.41 2.37 2.34 2.47 

完全失業率※１ 中国 3.2 2.8 2.5 2.3 2.1 2.3 - - - - 

  全国 3.4 3.1 2.8 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.2 2.4 

（資料：厚生労働省、総務省）                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．景況感 ～ 現状、先行きともに上昇 ～ 

内閣府が７月９日に発表した景気ウォッチャー調査（平成３０年６月）結果によると、中国地域の３か月前と比

較しての景気の現状に対する判断ＤＩ（方向性）は４７．７、前月差１．１ポイントの上昇となった。２～３か月

先の景気の先行きに対する判断ＤＩ（方向性）は５０．２、同１．２ポイントの上昇となった。景気の現状水準判

断ＤＩは４６．７、同２．３ポイント低下した。 

 

 

                             
※１ 月次は季節調整値。 
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全国 中国

48.1(47.1) 47.7(46.6)
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５．貿易 ～ 輸出、輸入ともに増加 ～  

５月の輸出は、前年同月比１５．１％と３か月ぶりに前年を上回った。品目別では、石油製品、自動車などが前

年を上回った。地域別では、アジア、北米向けなどが前年を上回った。 

５月の輸入は、前年同月比２０．３％と１７か月連続で前年を上回った。品目別では、原油及び粗油、石油製品

などが前年を上回った。 
（通関ベース、円ベース、前年同月(期)比％） 

（資料 ： 財務省、日本銀行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                             
※１ 月次は速報値 
※２ 為替は東京インターバンク相場（スポット 月中平均 中心、日本銀行公表） 

   
２７年 ２８年 ２９年 

２９年  ３０年 ３０年    

   7-9月 10-12月 1-3月 ２月 ３月 ４月 ５月 

輸出 総合 中国 1.9 ▲9.2 13.3 17.7 12.0 4.7 1.2 ▲6.3 ▲0.4 15.1 
  全国 3.4 ▲7.4 11.8    1.8 2.1 7.8 8.1 

 自動車（中国）※１ 12.2 ▲7.8 0.3    32.6 11.7 5.3 11.5 

 鉄鋼（中国）※１ ▲10.6 ▲19.5 22.3    2.0 9.2 4.2 12.1 

輸入 総合 中国 ▲20.4 ▲21.9 25.2 28.3 28.8 9.3 18.6 2.7 13.9 20.3 
  全国 ▲8.7 ▲15.8 14.1    16.6 ▲0.5 6.0 14.0 

 原粗油（中国）※１ ▲45.5 ▲28.0 28.9    10.2 2.5 37.0 43.8 

 石炭（中国）※１ ▲6.9 ▲13.5 65.0    2.4 ▲3.5 ▲7.5 5.0 

為替※２  円／ドル 121.03 108.84 112.16 111.01 112.95 108.20 107.82 106.00 107.43 109.96 
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６．建設動向 ～ 公共工事、住宅建設ともに増加 ～ 

６月の公共工事請負金額は、国で前年を下回ったものの、独立行政法人等、県、市町村で前年を上回り、合計で

は前年同月比１３．５％と３か月連続で前年を上回った。 

６月の新設住宅着工戸数は、持家は前年を下回ったものの、貸家、給与住宅、分譲住宅で前年を上回り、合計で

は前年同月比８．２％と３か月ぶりに前年を上回った。 
（前年同月(期)比％） 

  

２７年度 ２８年度 ２９年度 

２９年 

10-12

月 

３０年 

1-3月 

３０年 

4-6月 

３０年 

３月 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

公共工事請負金額 中国 ▲2.3 ▲3.3 ▲7.1 6.0 ▲23.3 15.2 ▲26.0 13.7 20.3 13.5 

 全国 ▲3.8 4.1 ▲4.3 1.1 ▲15.6 1.5 ▲14.5 5.5 3.5 ▲5.6 

新設住宅着工戸数 中国 8.1 8.8 4.3 3.3 5.1 ▲8.8 7.2 ▲5.1 ▲25.9 8.2 

 全国 4.6 5.9 ▲2.8 ▲2.5 ▲8.1 ▲2.0 ▲8.3 0.3 1.3 ▲7.1 

                             (資料：北海道建設業信用保証㈱、東日本建設業保証㈱、西日本建設業保証㈱、国土交通省 ) 

 

７．企業倒産 ～ 件数は増加、負債額は減少 ～ 

７月の企業倒産件数は、前年同月比２０．８％と２か月ぶりに前年を上回った。負債総額は、同▲３２．６％と

２か月連続で前年を下回った。 

業種別にみると、サービス業他が１０件、次いで建設業と小売業が各５件などとなった。 

原因別にみると、販売不振が最も多く、次いで既往のシワ寄せとなった。 
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８．設備投資 ～ 前年度を上回る見込み ～ 

㈱日本政策投資銀行中国支店の中国地域設備投資計画調査結果（２０１８年６月調査）によると、２０１８年度

計画は製造業が前年度比２３．１％、非製造業が同▲２１．２％となることから、全産業では同７．６％となっ

た。 

日本銀行広島支店の企業短期経済観測調査結果(２０１８年６月調査)によると、３０年度の設備投資計画(含む

土地投資額）は製造業が前年度比１９．１％、非製造業が同５．４％となることから、全産業では同１３．６％と

なった。 
                                                       （前年度比 ％） 

 

中 国 全 国 

2015年度 

（実績） 

2016年度 

（実績） 

2017年度 

（実績） 

2018年度 

（計画） 

2015年度 

（実績） 

2016年度 

（実績） 

2017年度 

（実績） 

2018年度 

（計画） 

全  産 業 ９．３ ▲１．１ １８．０ ７．６ ４．５ ２．２ ２．４ ２０．３ 

 
製造業 ▲６．５ １２．２ ４．６ ２３．１ ８．３ ５．１ １．６ ２５．４ 

非製造業 ３６．５ ▲１５．４ ３７．９ ▲２１．２ ２．７ ０．８ ２．８ １７．３ 

             （資料：㈱日本政策投資銀行中国支店 「中国地域設備投資計画調査（2018 年6 月調査）」）  
 

 

                                         （前年度比 ％） 

 2016年度実績 2017年度実績 2018年度計画 

中 国  

全 産 業 ４．７ ４．６ １３．６ 

製 造 業 １４．８ ５．４ １９．１ 

非製造業 ▲８．０ ３．３ ５．４ 

全 国  

全 産 業 ０．４ ４．４ ７．９ 

製 造 業 ２．６ ６．３ １６．０ 

非製造業 ▲０．７ ３．４ ３．３ 

（資料：日本銀行広島支店「企業短期経済観測調査結果（２０１８年６月）」） 

 

 
 

 


